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「コミュニケーションと情報デザイン」における 

「思考・判断・表現」の指導方法と評価についての研究 

－ＡＲ（拡張現実）を用いた問題解決を通して－ 

 

１ 単元や課題の設定理由・ねらい 

 学習指導要領では、全ての人に情報を伝えるために、コミュニケーションの目的を明確

にする力、伝える情報を明確にする力、目的や受け手の状況に応じて適切かつ効果的な情

報デザインを考える力が求められている。また、情報技術の一つであるＡＲ（Augmented 

Reality）はさまざまな場面で活用されており、ＡＲを使ったゲームアプリケーション、バ

ーチャルメイク、バーチャルフィッティングなどは生徒たちの身の回りでも広く使われて

いる。一方、広告効果を高めるためにＡＲを活用する場面も多くあるが、問題解決におい

てＡＲを効果的に活用している場面を生徒が目にする機会は少ないため、教室等において

ＡＲを常に使える状況を準備しても、使用される機会は非常に少なくなることが予想され

る。しかし、学校祭や体験入学などの行事の場面ではＡＲを活用する機会が増えると考え

られるため、このような場面でＡＲを効果的に活用して、課題を解決できるか考えること

で、問題解決の手法を身に付けることができると考えた。 

本研究では、ＡＲの特性や活用場面を踏まえて、身近な問題を発見し、その解決策を検

討し、ＡＲを効果的に活用したデザインを作成することで、思考力、判断力、表現力等を

育成する授業を行った。 

 

２ 研究内容 

 (1) 単元の目標 

  問題を発見・解決するための一連の流れの中で、情報と情報技術を適切かつ効果的に

活用し、思考を広げ、整理し、深め、科学的な根拠をもって物事を判断する力を養う。

その際、問題解決のゴールを想定する力、複数の解決策を考え科学的な根拠に基づき合

理的に選択する力、問題がどの程度解決されたのかを判断する力を身に付ける。 

 

 (2) 学習活動に即した評価規準（「思考・判断・表現」の観点のみ） 

  問題解決の目標とゴールを設定し、ＡＲの特性を活用した解決案が提案できる。 

 

 (3) パフォーマンス課題及びその概要 

  ア パフォーマンス課題 

   ＡＲを使うことで解決できる課題を見つけて、そのＡＲのデザインを作成しよう。 

 

  イ 授業の進め方 

   (ｱ) １時限 

    ①情報デザインの役割について理解する。 
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    ②ＡＲの特性について理解する。 

    ③ＡＲで解決できる問題を発見し、その解決案を考える。 

     「生活の中で感じた問題・課題・困難な事案（ＡＲが活用できそうな事案）」に

ついて複数列挙し、その後、一つに絞る。「ＡＲ技術を使ってどのように解決し

ていくか」「ＡＲであるべき理由・その特性を生かした点」について、ＡＲを使

わないとどういう問題が生じるかを記入する。 

    ④グループで各自で発見した問題とその解決案を協議する。 

   (ｲ) ２時限 

    ⑤協議を踏まえ、解決案を達成できるＡＲのデザインを作成する。 

     目標、対象・場面・場所、デザイン上の工夫など、考慮して作成する。 

    ⑥解決案とＡＲのデザインについて、グループで発表する。 

    ⑦まとめ・振り返り 

 

ウ 事前学習について 

  目的や受け手の状況に応じて伝達する情報を抽象化、可視化、構造化する方法につ

いての理解や技能については、学習済みである。 

 

エ ワークシート 
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 (4) ルーブリック 

達成度 説明 

Ａ 

（十分満足できる状況） 

問題解決の目標とゴールを設定した上で、ＡＲの特性を

活用した解決案が記述されている。さらに、解決案に沿

ったデザインの作成や伝えたいポイントが明確に表現で

きている。 

Ｂ 

（おおむね満足できる状況） 

デザインをする前提で、問題解決の目標とゴールを設定

し、ＡＲの特性を活用した解決案が記述されている。 

 

 (5) 基本となる指導の流れ 

時
限 

学習活動 指導上の留意点 

１ 

○導入（15 分） 

・デザインの役割について理解す

る。 

・ＡＲの特性について理解する。 

・課題の内容、ルーブリックを理解

する。 

 

・ＡＲの活用例を提示して、ＡＲを使う

意味を具体的に示す。 

〇実習１（30 分） 

・ＡＲで解決できる問題を発見し、

解決案をワークシートに記述す

る。 

・グループで、各自の問題解決につ

いて協議する。 

 

〇まとめ（５分） 

・ワークシートに協議した意見をま

とめる。 

 

・ＡＲであることのメリットを踏まえて

考えるよう促す 

・問題に対する解決案を説明できるよう

に、具体的に記述するように促す。 

・目的と解決案が一致しているか、改善

案を出すなど、協議の留意点を示す。 

２ 

○実習２（30 分） 

・考えた解決案について、場面や対

象を踏まえてＡＲのデザインを検

討し、作成する。 

 

・解決案を達成するＡＲのデザインを優

先して作成し、絵を上手に描くために

時間をかけ過ぎないように注意する。 

〇実習３（15 分） 

・作成したＡＲのデザインをグルー

プで発表する。 

 

〇まとめ（５分） 

・実習の振り返りと自己評価を行

う。 
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 (6) 評価の進め方（評価方法） 

  ＡＲを活用した解決案とそのＡＲのデザインから、次の点を評価する。 

  ・ＡＲを活用した解決案が、設定した問題解決の目標とゴールを達成している。 

  ・解決案に沿ったＡＲのデザインが作成できており、伝えたいポイントが明確に表現

できている。 

 

３ 授業の状況 

 (1) 指導するに当たって、学校の状況に応じて留意したことやその理由 

  ＡＲについて、生徒の知識の差を少なくするため、具体的な例を提示して丁寧に解説

した。提示した活用例以外の案を考えるよう指示し、もし、提示した例と同じような活

用例を考えている生徒がいた場合は、活用例をより発展させたり、付加価値を考えさせ

たりして、新しい解決案を考えるよう指示した。 

  ＡＲが効果的に活用されていることが具体的に記述されていないと、どれだけＡＲの

デザインが作成してあっても評価することができないため、考えを明確化するよう声か

けをした。ある学校では、ＡＲのデザインを作成する時間と記述する時間を分けて授業

を展開した。また、ＡＲのデザインを作成する際に、ＡＲのデザインと記述部分とのつ

ながりを明示することや、誰が見ても分かるようにＡＲのデザインの中に文章で補足す

ること、丸や四角などの図形表現を利用して簡素に描くことを助言した。 

 

 (2) 授業実践後に協議して設定したルーブリックと典型的な作品例 

達
成
度 

説明 生徒の作品例 

Ａ

十
分
満
足
で
き
る
状
況

 
問題解決の

目標とゴー

ルを設定し

た上で、Ａ

Ｒの特性を

活用した解

決案が記述

さ れ て い

る。さらに、

解決案に沿

ったデザイ

ンの作成や

伝えたいポ

イントが明

確に表現で

きている。 
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［評価に対する注釈］ 

・料理に関する課題について、ＡＲの特性を用いた解決案が具体

的に記述されている。 

・効果的な場面をＡＲのデザインとその補足説明で解説してお

り、伝えたいポイントが明確に表現できている。 

Ｂ

お
お
む
ね
満
足
で
き
る
状
況

 

デザインを

す る 前 提

で、問題解

決の目標と

ゴールを設

定し、ＡＲ

を活用した

解決案が記

述されてい

る。 
 

［評価に対する注釈］ 

・ＡＲを用いることで動かすことができるという記述から、効果

的であることが読み取れる。 

・どのような手段で表示させるかという点が示されておらず、解

決案に沿ったデザインの作成であるか明確ではない。 

 

 (3) 「Ｃ（努力を要する状況）」と評価した生徒への指導の手だて 

 ・ＡＲの特性を活用した解決案が記述されていない。 

  ＡＲを想定した図は描かれているが、補足説明の記述がない場合や、ＡＲについて記

述がない場合は、個別にＡＲのデザインの意図について質問して、考えを口頭で表現す

るよう促した。成果物の例を事前に提示するなど、記述量だけでなく、内容や各項目と

のつながりについて生徒が確認する機会も与えていきたい。 

 

４ まとめ及び考察 

 (1) 実習課題について（生徒の取組状況も含めて） 

 グループ内で熱心に発表することができていても、その考えを記述したり、デザイン

を作成したりして表現することができない生徒がいた。また、新しいものを生み出して

いくことを考える内容であったためか、生徒の取りかかりがスムーズでない学校もあっ

た。ＡＲの特性についての理解が、課題の場面設定に大きな影響を与えており、実習課
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題に取り組む前にＡＲの特性について丁寧に説明するとともに、ワークシートの書き方

の例を提示するなど、記述すべきポイントやデザインの表現の仕方について、時間をか

けて説明を行う必要があると感じた。 

 絵を描くことが苦手な生徒に対して、丸や四角などの図形表現を用いたり、言葉でＡ

Ｒのデザインの補足説明を行ったりするなどの工夫をしてもよいことを伝えたことで、

絵を描くことが苦手な生徒でもデザインを作成することができた。絵を描くことが得意

な生徒の中には、言葉による説明が少なくなり、分かりにくいデザインとなってしまっ

た場合もあった。 

 

 (2) 評価について 

   ワークシートの記述部分とＡＲのデザインの部分を相互に見比べながら、想定され

る場面においてＡＲが効果的である理由などが具体的に書かれているものを評価Ｂと

した。さらに、それを補うようなＡＲのデザインが描かれていたり、図解の補足説明が

記述されていたりして、伝えたいポイントが明確に表現できているものを評価Ａとした。 

 社会で既に実用化されているような事案を挙げてくる生徒もいたが、ＡＲの特性を効

果的に活用した解決案や、解決案に沿ったＡＲのデザインの作成や、伝えたいポイント

が明確に表現できている場合は評価Ａとした。その生徒が既に知っている事案であった

のか、課題に対して新たな解決案として考えたものなのか、判断することができなかっ

たため、記述内容やＡＲのデザインが具体的に記述されているかどうかで判断した。 

 グループで情報共有することで、新しい活用例を導く流れを作ることができ、個人で

問題発見に至らない状況を打開する機会となった。また、グループで協議することで他

の人の意見に耳を傾けたり、自身の考えを相手に分かりやすく伝えたりする力を伸ばす

ことができたため、評価の観点として、取り入れることも考えていきたい。 

  生徒自身が考えた問題をより身近に捉え、どのような障害が取り除かれると課題が解

決できるのかを明確にすることが大切であると感じた。そのように、自分事として課題

を捉えて取り組むことで、社会に出てからの力として生かしていけると感じた。 

 

 (3) 授業実践の改善に向けて 

 グループの協議では、ワークシートを読み上げてＡＲのデザインを見せるだけで発表

が終わるグループもあったため、ＡＲのデザインに対して分かりやすい点（分かりにく

い点）を話し合ったり、場面設定を詳細に考えたりするよう促すことで、デザインにつ

いて深めることができた。また、グループ内の共有だけでなく、グループで話し合った

ことを発表して、グループ間で共有できるとよかった。 

ＡＲの特性についての説明、ワークシートの記述方法やＡＲのデザインの表現方法に

ついて、もっと時間をかけて説明するとよかった。特に、ＡＲの特性を生かした例を挙

げるだけでなく、その例を用いたワークシートの記載例を用意することで、生徒もどの

ように記述すればよいか伝わったのではないかと感じた。また、文章で記述することを

促すために、罫線をつけるなどの工夫があるとよかった。 


